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国際労働財団の招へいメンバーが航空連合を訪問！

12月11日(木)、国際労働財団（JILAF）※の労使関係開発事業として
来日中のウクライナなどユーラシア諸国の労働組合メンバー12名が、
研修の一環として航空連合を訪問しました。小林会長が産業別組合
としての取り組みや航空安全に関わる講話をおこなったのち、JALの
格納庫にて航空機整備作業のようすを見学してもらいました。
航空連合は綱領に掲げる「国際社会に対する決意」に基づき、今後も

視野を世界に広げ、国際労働運動を推進していきます。

小林会長による講話（左）と終了後の集合写真（右）

※国際労働財団（JILAF）は、
1989年に連合によって設立
された労働分野における国際
交流と協力を推進するNGO・
NPO組織です。開発途上国の
労働運動の強化・発展、健全
な社会・経済開発に貢献する
とともに、各国との友好関係
の増進にも寄与しています。

格納庫見学前のJAL SKY MUSEUMでの一枚

坂元慎平

～ユーラシア諸国の仲間が日本の航空安全について学ぶ！ ～
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